
 

 

令和３(2021)年度 第３回 栃木県生活交通対策協議会 
 

 

日  時：令和４(2022)年１月20日(木) 

14：00～15：00 

会議形式：オンラインによる Web会議 

（栃木県庁本館６階大会議室２） 

 

 

【次 第】 

１ 開  会  

  

２ あいさつ  

  

３  議  題  

  

【議事】  

（１） 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 【資料１～２】 

  

【報告事項】  

（１）栃木県地域公共交通計画（仮称）の策定及び法定協議会の設立について 【資料３】 

（２）栃木県ABCプロジェクト「自動運転バスに乗ろう＠小山市」の実施について 【資料４】 

  

【その他】  

  

４ 閉  会  
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＜資料＞ 

 

次第 令和３(2021)年度第３回栃木県生活交通対策協議会次第 

  

要綱 栃木県生活交通対策協議会設置要綱 

  

名簿 栃木県生活交通対策協議会委員名簿 

  

資料１ 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

  

資料２－１ 【幹線】地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

資料２－２ 【幹線】事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について 

  

資料３ 栃木県地域公共交通計画（仮称）の策定及び法定協議会の設立について 

  

資料４ 栃木県ABCプロジェクト「自動運転バスに乗ろう＠小山市」の実施について 
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栃木県生活交通対策協議会設置要綱 

 
（名称及び目的） 
第１条 県内における生活交通の維持、改善及び充実を図り、持続可能な生活交通ネッ

トワークの構築に必要な協議を行うために、栃木県生活交通対策協議会（以下「協議

会」という。）を設置する。 
 
（協議事項） 
第２条 協議会は、次の事項について協議を行う。 

(1) 一般乗合旅客自動車運送事業（以下「乗合バス」という。）に係る路線の休止又

は廃止の申出に伴う対応に関すること。 
(2) 生活交通に係る支援に関すること。 
(3) 栃木県バス運行対策費補助金交付要領（以下「国庫協調補助要領」という。）第

２条第４号及び栃木県生活バス路線維持費補助金交付要領（以下「県単補助要領」

という。）第２条第４号に規定する生活バス路線の指定に関すること。 
(4) 国庫協調補助要領第１８条第１項及び県単補助要領第１８条第１項に規定する

特定課題系統の選定に関すること。 
(5) 国庫協調補助要領第１９条第４項及び県単補助要領第１９条第４項に規定する

改善計画の承認に関すること。 
(6) 生活交通の維持、改善及び充実等に係る広域的な取組に関すること。 
(7) その他、生活交通の維持、改善及び充実等に必要な事項に関すること。 

 
（構成） 
第３条 協議会は、別表１の委員によって構成する。 
２ 協議会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求めることができる。 
 
（会長及び副会長） 
第４条 協議会に、会長及び副会長を置く。 
２ 会長は栃木県県土整備部長を、副会長は国土交通省関東運輸局栃木運輸支局長をも

ってあてる。 
３ 会長は協議会を代表し、会務を統括する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 
 
（会議等） 
第５条 会長は、必要に応じて協議会を招集するものとする。 
２ 協議会の議長は、会長が行う。 
３ 会長は、必要に応じて関係者からの意見を聴くことができるものとする。 
４ 協議会は、委員の二分の一以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 
５ 協議会の議事は、別段の定めがある場合を除き、出席委員の過半数をもって決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。 
６ 協議会の会議、議事録要旨及び資料は原則公開とする。ただし、栃木県情報公開条

例（平成 11 年栃木県条例第 32 号）第 7 条各号に定める情報に該当するものと認めら
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れる事項を審議する場合及び会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運営に著

しい支障が生じると認められる場合はこの限りでない。 
 
（分科会） 
第６条 協議会には、次に掲げる事項の協議を行わせるため、分科会を置く。 

(1) 第２条第１号に規定する路線の休廃止に関すること。 
(2) 第２条第３号に規定する生活バス路線指定に関すること（関係者（この号におい

て、知事及び関係市町村長をいう。）間で、国庫協調補助要領第２条第４号又は県

単補助要領第２条第４号の意見が一致しない場合に限る。）。 
(3) 第２条第５号に規定する改善計画の承認に関すること（別表２に掲げる委員間の

意見が一致しない場合に限る。）。 
(4) その他、会長が分科会での協議が適当と認める事項に関すること 

２ 分科会は、別表２の委員によって構成する 
３ 分科会に、座長及び副座長を置く。 
４ 座長は、栃木県県土整備部交通政策課長を、副座長は国土交通省関東運輸局栃木運

輸支局企画輸送部門首席運輸企画専門官をもってあてる。 
５ 座長は分科会を代表し、会務を統括する。 
６ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるときはその職務を代理する。 
７ 分科会は、必要に応じて座長が招集する。 
８ 座長は、必要に応じて関係者からの意見を聴くことができるものとする。 
９ 協議会は、分科会の決定事項を協議会の決議とすることができる。 
 
（その他の協議） 
第７条 会長は、別途必要に応じて、関係者による協議の場を設けることができる。 
 
（事務局） 
第８条 協議会の事務局を栃木県県土整備部交通政策課に置く。 
 
（その他） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が別

に定める。 
 
  附 則 
 この要綱は、平成１３年２月１９日から施行する。 
  附 則 
 この要綱は、平成１８年１０月３１日から施行する。 
  附 則 
 この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 
  附 則 
 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 
  附 則 
 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 
  附 則 
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 この要綱は、平成３０年９月１０日から施行する。 
  附 則 
 この要綱は、平成３１年１月２４日から施行する。 

 附 則 
 この要綱は、令和元年９月１１日から施行する。 
 
 
（別表１） 
 

栃木県生活交通対策協議会構成員 
 

・栃木県県土整備部長 
 
・国土交通省関東運輸局自動車交通部長 
 
・国土交通省関東運輸局栃木運輸支局長 
 
・県内市町村生活交通担当部長（ただし、担当する部がない場合は、担当課長とする。） 
 
・一般社団法人栃木県バス協会専務理事 
 
・一般社団法人栃木県タクシー協会専務理事 
 
・県内一般乗合運送事業者乗合担当部長 
 
・栃木県交通運輸産業労働組合協議会議長 

 
 
（別表２） 
 

栃木県生活交通対策協議会分科会構成員 
 

・栃木県県土整備部交通政策課長 
 

・国土交通省関東運輸局栃木運輸支局企画輸送部門首席運輸企画専門官 
 

・関係市町村生活交通担当課長 
 

・一般社団法人栃木県バス協会専務理事 
 

・関係一般乗合運送事業者乗合担当課長 
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№ 役　　職 備　　考

1 　県土整備部長 会　長

2 　自動車交通部長

3 　支局長 副会長

4 　総合政策部長

5 　生活環境部長

6 　生活環境部長

7 　市民生活部長

8 　市民部長

9 　市民環境部長

10 　都市整備部長

11 　総合政策部長

12 　市民生活部長

13 　総務部長

14 　市民生活部長

15   総合政策部長

16 　まちづくり課長

17 　市民生活部長

18 　地域生活課長

19 　総務部長

20 　企画課長

21 　企画振興課長

22 　建設産業部長

23 　総務部長

24 　産業建設部長

25 　企画調整課長

26 　地域安全課長

27 　ふるさと定住課長

28 　総務課長

29 　専務理事

30 　専務理事

31 　路線バス部部長

32 　取締役運輸営業部長

33 　専務取締役

34 　取締役運輸統括部長

35 　代表取締役

36 　代表取締役

37 　議長

　日光市

　小山市

　真岡市

　大田原市

栃木県生活交通対策協議会委員名簿

所　　属

　関東運輸局

　関東運輸局栃木運輸支局

　足利市

　栃木市

　宇都宮市

　栃木県

R3(2021).8.1現在

　上三川町

　佐野市

　鹿沼市

　茂木町

　(一社)栃木県バス協会

　矢板市

　那須塩原市

　さくら市

　那須烏山市

　下野市

　塩谷町

　野木町

　壬生町

　益子町

　市貝町

　芳賀町

　ジェイアールバス関東㈱

　しおや交通㈱

　栃木県交通運輸産業労働組合協議会

　高根沢町

　那須町

　那珂川町

　足利中央観光バス㈱

　東武バス日光㈱

　日光交通㈱

　関東自動車㈱

　(一社)栃木県タクシー協会
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地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

 

１ 概要 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価とは、国の「地域公共交通確保維持改善事業実施要領」

に基づき、地域公共交通確保維持改善事業による支援を受けた事業については、事業者からの事業評

価の内容を、協議会自らによる事業の実施状況の確認、評価を行い、当該評価の結果を、地域公共交

通確保維持事業については、補助金の交付を受けようとする会計年度の１月末までに、地域公共交通

バリア解消促進等事業については、補助金の交付を受けた会計年度の翌年度の１月末までに、それぞ

れ協議会から地方運輸局に報告するとともに、公表することとされている。 

 

２ 事業者からの事業評価案作成状況 

地域公共交通確保維持事業 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金【資料２】 

  令和３(2021)年度に、当該事業の補助金の交付を受けようとする３社について事業評価を実施 

   ○関東自動車株式会社 宇都宮～日光東照宮線ほか 20系統 

 ○ジェイアールバス関東株式会社 塩原本線 

  ○日光交通株式会社 鬼怒川線 

 

３ 事業評価案の記載内容について 

  ①には補助対象事業者名、②の事業概要は地域間幹線系統確保維持費国庫補助金は系統名、バリア

フリー化設備等整備事業はバリアフリー化した設備内容、③前回の事業評価結果の反映状況について

は、前回の事業評価時に記載した改善点についての取組状況、④事業実施の適切性は、策定した計画

に基づく事業が適切に実施されたかについて、⑤目標・効果達成状況は、申請時記載の目標に対する

結果、⑥には事業の今後の改善点をそれぞれ記載してある。 

  なお、⑤目標・効果達成状況は、当協議会では目標が定量的な数値目標のみの場合、100％達成で

「Ａ」、90％達成で「Ｂ」、90％未満の場合は「Ｃ」と評価した。 

 

４ 事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について  

地域公共交通確保維持事業に係る評価を実施している協議会にあっては、事業評価結果の地方運輸

局への報告に際し、資料２-２及び資料３-２のとおり、事業実施と生活交通確保維持改善計画との関

連について併せて報告を行う。 

資料１ 
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響

に
よ

り
、

目
標

3
9
1

人
/
日

に
対

し
て

、
2
7
9
人

/
日

と
な

っ
た

。

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

今
市

車
庫

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

1
9
6

人
/
日

に
対

し
て

、
1
3
3
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

駅
～

荒
針

～
鹿

沼
営

業
所

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

A

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

2
,4

0
5
回

に
対

し
て

、
実

績
2
,4

0
5
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

と
お

り
と

な
っ

た
。

資料２－１
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①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）
④

事
業

実
施

の
適

切
性

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

関
東

自
動

車
株

式
会

社

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

3
6
0

人
/
日

に
対

し
て

、
2
4
8
人

/
日

と
な

っ
た

。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
田

原
～

今
里

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

A

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

1
,6

0
0
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,7

2
0
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

を
超

え
た

。

C

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

駒
生

営
業

所
～

田
原

～
玉

生
車

庫

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

3
2
0

人
/
日

に
対

し
て

、
2
3
0
人

/
日

と
な

っ
た

。

C

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
田

原
～

グ
リ

ー
ン

タ
ウ

ン
A

関
東

自
動

車
株

式
会

社

A

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

本
系

統
を

増
便

し
た

為
、

計
画

1
,4

8
4
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,4

8
4
.5

回
と

な
り

、
計

画
し

て
い

た
運

行
回

数
を

超
え

た
。

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

駒
生

営
業

所
～

平
松

～
西

汗
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

1
,9

9
2
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,9

9
1
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

C

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
西

原
車

庫
～

ベ
ル

モ
ー

ル
～

真
岡

営
業

所

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

4
,1

5
0
回

に
対

し
て

、
実

績
4
,1

5
0
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

と
お

り
と

な
っ

た
。

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

6
7
6

人
/
日

に
対

し
て

、
4
1
7
人

/
日

と
な

っ
た

。

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

1
7
6

人
/
日

に
対

し
て

、
1
0
9
人

/
日

と
な

っ
た

。

A

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

2
,0

1
8
回

に
対

し
て

、
実

績
2
,0

1
9
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

を
超

え
た

。

C

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
8
0

人
/
日

に
対

し
て

、
1
6
5
人

/
日

と
な

っ
た

。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
駒

生
営

業
所

～
屋

板
～

上
三

川
車

庫

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

1
,7

7
4
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,8

9
9
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

を
超

え
た

。

A
C

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
6
1

人
/
日

に
対

し
て

、
1
9
2
/
日

と
な

っ
た

。
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①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）
④

事
業

実
施

の
適

切
性

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
6
8

人
/
日

に
対

し
て

、
1
5
7
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

東
武

～
益

子
駅

前
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

1
,1

8
9
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,1

8
6
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
9
5

人
/
日

に
対

し
て

、
1
6
0
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

東
武

～
橋

場
～

真
岡

営
業

所
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

1
,6

7
3
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,6

7
1
.5

回
と

な
り

、
計

画
し

て
い

た
運

行
回

数
に

届
か

な
か

っ
た

。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

東
武

～
御

幸
ヶ

原
元

町
～

岡
本

駅
東

口
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

2
,4

5
1
回

に
対

し
て

、
実

績
2
,3

3
0
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
0
1

人
/
日

に
対

し
て

、
8
6
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

東
武

～
ベ

ル
モ

ー
ル

～
益

子
駅

前
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

A

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

3
,2

7
3
回

に
対

し
て

、
実

績
3
,2

7
5
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

を
超

え
た

。

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

5
3
4

人
/
日

に
対

し
て

、
3
3
0
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
7
1

人
/
日

に
対

し
て

、
1
8
7
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
氏

家
駅

～
馬

頭
車

庫
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

2
,4

2
8
回

に
対

し
て

、
実

績
2
,4

2
4
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
0
1

人
/
日

に
対

し
て

、
1
3
3
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
宇

都
宮

東
武

～
上

野
団

地
～

岡
本

駅
西

口
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

3
,4

1
3
回

に
対

し
て

、
実

績
3
,4

0
5
.5

回
と

な
り

、
計

画
し

て
い

た
運

行
回

数
に

届
か

な
か

っ
た

。
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①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）
④

事
業

実
施

の
適

切
性

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

3
6
9

人
/
日

に
対

し
て

、
2
6
2
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

ジ
ェ

イ
ア

ー
ル

バ
ス

関
東

株
式

会
社

塩
原

本
線

（
西

那
須

野
～

塩
原

温
泉

）

・
企

画
乗

車
券

を
鉄

道
と

合
わ

せ
鉄

道
会

社
窓

口
で

も
発

売
す

る
こ

と
を

継
続

し
た

。
・
利

用
促

進
と

し
て

、
特

殊
定

期
券

（
学

生
）
の

発
売

を
開

始
し

た
。

Ａ
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

た
。

C

・
令

和
３

年
度

は
長

引
く
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

企
画

乗
車

券
は

発
売

枚
数

で
5
4
％

、
発

売
額

は
5
9
％

と
対

前
年

割
れ

で
あ

っ
た

。
・
同

様
に

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

利
用

客
数

は
目

標
2
2
0
人

/
日

に
対

し
、

実
績

1
3
0
人

/
日

、
昨

年
と

区
比

べ
て

も
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

り
目

標
を

大
幅

に
下

回
っ

た
。

・
鉄

道
と

は
引

き
続

き
連

携
し

な
が

ら
企

画
条

件
等

の
発

売
し

て
い

く
。

・
他

企
業

と
の

提
携

等
に

よ
り

ハ
イ

キ
ン

グ
の

モ
デ

ル
コ

ー
ス

作
り

や
、

企
画

乗
車

券
の

設
定

を
進

め
て

い
く
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
那

須
塩

原
駅

～
那

須
湯

本
温

泉
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

A

渋
滞

対
策

の
臨

時
便

運
行

に
よ

り
、

計
画

6
,5

7
0
回

に
対

し
て

、
実

績
6
,5

8
2
.5

回
と

な
り

、
計

画
し

て
い

た
運

行
回

数
を

超
え

た
。

関
東

自
動

車
株

式
会

社
大

田
原

市
役

所
～

五
峰

の
湯

・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

2
,3

6
4
.5

回
に

対
し

て
、

実
績

2
,3

6
1
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

B
・
系

統
の

統
廃

合
に

よ
り

、
目

標
2
2
0
人

/
日

に
対

し
て

、
2
1
6

人
/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
西

那
須

野
駅

東
口

～
五

峰
の

湯
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

1
,8

6
9
回

に
対

し
て

、
実

績
1
,8

5
5
回

と
な

り
、

計
画

し
て

い
た

運
行

回
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
4
7

人
/
日

に
対

し
て

、
1
5
8
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

関
東

自
動

車
株

式
会

社
西

那
須

野
駅

東
口

～
馬

頭
車

庫
・
地

域
連

携
IC

カ
ー

ド
の

導
入

B

C

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
学

校
休

校
の

影
響

に
よ

り
、

目
標

2
3
6

人
/
日

に
対

し
て

、
1
6
0
人

/
日

と
な

っ
た

。

時
刻

表
、

路
線

図
の

配
布

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

運
行

実
績

を
基

に
ダ

イ
ヤ

設
定

を
行

い
、

質
の

高
い

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
需

要
に

合
わ

せ
た

ダ
イ

ヤ
改

正
を

実
施

し
、

計
画

2
,1

3
5
回

に
対

し
て

、
実

績
2
,1

3
3
.5

回
と

な
り

、
計

画
し

て
い

た
運

行
回

数
に

届
か

な
か

っ
た

。
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①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）
④

事
業

実
施

の
適

切
性

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

【各
評

価
項

目
の

評
価

基
準

】
④

事
業

実
施

の
適

切
性

事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
と

お
り

、
　

　
A

…
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

　
　

B
…

実
施

さ
れ

て
い

な
い

点
が

あ
っ

た
。

　
　

C
…

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

。

　
事

業
が

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

目
標

を
、

　
　

A
…

達
成

し
た

。
（
※

定
量

的
な

目
標

の
み

の
場

合
は

、
1
0
0
％

達
成

）
　

　
B

…
達

成
で

き
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

。
（
※

定
量

的
な

目
標

の
み

の
場

合
は

、
9
0
％

達
成

）
　

　
C

…
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

（
※

定
量

的
な

目
標

の
み

の
場

合
は

、
9
0
％

未
満

）

【参
　

考
】　

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

実
施

要
領

（抜
粋

）

６
．

事
業

評
価

に
つ

い
て

（１
）事

業
評

価
の

実
施

 ①
自

己
評

価
（一

次
評

価
）

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
に

よ
る

支
援

を
受

け
た

事
業

に
つ

い
て

は
、

毎
年

度
、

協
議

会
自

ら
に

よ
る

事
業

の
実

施
状

況
の

確
認

、
評

価
（
以

下
「
自

己
評

価
」と

い
う

。
）を

行
い

、
当

該
自

己
評

価
の

結
果

を
、

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

事
業

及
び

地
域

公
共

交
通

調
査

等
事

業
に

あ
っ

て
は

、
補

助
金

の
交

付
を

受
け

よ
う

と
す

る
会

計
年

度
の

１
月

末
ま

で
に

、
地

域
公

共
交

通
バ

リ
ア

解
消

促
進

等
事

業
に

あ
っ

て
は

、
補

助
金

の
交

付
を

受
け

た
会

計
年

度
の

翌
年

度
の

１
月

末
ま

で
に

そ
れ

ぞ
れ

協
議

会
か

ら
、

地
方

運
輸

局
、

神
戸

運
輸

監
理

部
、

地
方

航
空

局
又

は
沖

縄
総

合
事

務
局

（以
下

「地
方

運
輸

局
等

」
と

い
う

。
）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
公

表
す

る
こ

と
と

す
る

。

①
今

後
も

終
点

の
イ

オ
ン

今
市

店
と

連
携

し
、

バ
ス

利
用

客
や

フ
リ

ー
パ

ス
購

入
者

に
特

典
を

付
与

す
る

こ
と

で
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

く
。

②
企

画
乗

車
券

「
今

市
・
鬼

怒
川

フ
リ

ー
パ

ス
」
を

終
点

の
イ

オ
ン

今
市

店
で

も
購

入
可

能
に

し
、

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

フ
リ

ー
パ

ス
購

入
者

の
増

加
を

目
指

す
。

③
利

用
客

の
利

便
性

向
上

の
た

め
P

ay
P

ay
な

ど
の

Q
R

コ
ー

ド
決

済
を

導
入

し
、

新
規

顧
客

層
の

開
拓

を
図

っ
て

い
く
。

④
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
利

用
し

、
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

日
光

交
通

株
式

会
社

路
線

名
：
鬼

怒
川

線
起

点
：
鬼

怒
川

温
泉

駅
経

由
地

：
J
R

今
市

駅
、

下
今

市
駅

終
点

：
イ

オ
ン

今
市

系
統

キ
ロ

：
1
6
.5

km
運

行
回

数
：
1
0
.6

回

①
大

型
商

業
施

設
へ

の
乗

入
れ

を
開

始
し

、
当

該
施

設
利

用
者

の
需

要
を

取
り

込
む

こ
と

に
は

成
功

し
た

。
　

ま
た

、
当

該
施

設
と

連
携

し
バ

ス
利

用
者

や
企

画
乗

車
券

（
フ

リ
ー

パ
ス

）
購

入
者

へ
の

特
典

を
付

与
す

る
こ

と
で

利
用

客
増

加
に

図
る

こ
と

で
、

企
画

乗
車

券
の

売
上

が
目

標
と

し
て

い
た

年
1
2
0
,0

0
0
円

(税
込

)を
大

幅
に

上
回

る
年

7
5
6
,5

0
0
円

(税
込

)と
な

っ
た

。
②

当
初

の
予

定
よ

り
も

開
始

が
遅

れ
、

イ
オ

ン
今

市
店

で
の

企
画

乗
車

券
の

販
売

開
始

は
令

和
3
年

1
0

月
1
日

か
ら

と
な

っ
た

。
③

令
和

3
年

2
月

よ
り

ジ
ョ

ル
ダ

ン
モ

バ
イ

ル
チ

ケ
ッ

ト
に

て
企

画
乗

車
券

「
今

市
・
鬼

怒
川

1
日

フ
リ

ー
パ

ス
」

を
販

売
開

始
。

④
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
利

用
し

、
よ

り
分

か
り

や
す

い
情

報
発

信
に

努
め

る
こ

と
で

、
利

用
促

進
を

図
っ

て
い

る
。

B

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
に

よ
り

祝
日

が
変

更
に

な
っ

た
た

め
、

計
画

に
対

し
て

運
行

回
数

が
減

少
し

た
。

計
画

：
3
,8

7
0
回

実
績

：
3
,8

6
8
回

差
引

：
▲

2
回

C

利
用

者
目

標
：
2
4
0
人

/
日

に
対

し
、

実
績

1
1
8
人

/
日

と
な

り
、

目
標

を
下

回
っ

た
。

目
標

不
達

成
の

要
因

：
児

童
数

減
少

の
影

響
に

加
え

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
が

大
き

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

⑤
目

標
・効

果
達

成
状

況
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陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

●
路
線
名
：
宇
都
宮
駅
～
日
光
東
照
宮

●
起
点
：宇
都
宮
駅

●
経
由
地
：
石
那
田
・
今
市

●
終
点
：日
光
東
照
宮

●
系
統
キ
ロ
：
３
９
．
０
ｋ
ｍ

●
運
行
回
数
：
７
．
３
回
（
１
日
平
均
）

●
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み

沿
線
施
設
に
お
け
る
路
線
図
の
配
布
・バ
ス
車
内
で
の
時
刻
表
配
布
・コ
ン
テ

ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
へ
の
ダ
イ
ヤ
情
報
提
供
・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
旅
客
へ
の
接
近
情
報
の
提
供
（
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
接
近
表
示
機
）
沿
線
に
隣
接
す
る
住
宅
団
地
「篠
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」へ

の
一
部
便
の
乗
り
入
れ
（平
成
２
９
年
１
０
月
１
日
～
）
宇
都
宮
市
・芳
賀
町
・交

通
事
業
者
で
鉄
道
で
も
使
え
る
全
国
相
互
ＩＣ
カ
ー
ド
の
導
入
に
向
け
た
協
議
を

進
め
て
い
る

事
業
の
概
要
・目
標
・効
果

協
議
会
名
・補
助
対
象
事
業
者
名

系
統
名

目
標
・効
果
の
達
成
状
況

【達
成
状
況
】

目
標

3
9
1
名

/日
に
対
し
、

2
7
9
名

/日
で
あ
り
、
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

非
接
触
型
決
済
で
あ
る

IC
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
図
る
と
と
も

に
乗
降
時
間
の
短
縮
に
よ
る
運
行
の
定
時
制
が
確
保
で
き
た
。

【目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
（分
析
）
】

新
型
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
因
る
緊
急
事
態
宣
言
や
休
校
措
置
の
た
め
、
利
用
者
が
大
き
く

減
少
し
た
。

今
後
の
改
善
点

●
時
刻
表
、
路
線
図
の
配
布

●
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
行
実
績
を
基
に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、

質
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

令
和
元
年
度

令
和

2
年
度

令
和

3
年
度

輸
送
人
員
（
人
）

1
4
3
,2

4
3

1
1
0
,0

4
0

1
0
2
,0

0
7

経
常
収
支
（
円
）

▲
3
8
,7

2
7
,3

4
1

▲
4
9
,6

7
1
,2

7
7

▲
5
6
,2

1
6
,4

5
8

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

5
.1

4
.1

3
.7

補
助
金
額
（
千
円
）

9
,1

0
6
.2

9
,1

3
1
.5

1
0
,0

5
6
.3

収
支
率
（
％
）

5
3
.8

6
4
6
.0

8
3
7
.0

6

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移

令
和

3
年
度
栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

関
東
自
動
車
株
式
会
社

宇
都
宮
駅
～
日
光
東
照
宮

●
宇
都
宮
・日
光
両
市
民
の
宇
都
宮
市
街
地
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
駅
（宇
都
宮
・今
市
・日
光
）・
東
武
駅
（宇
都
宮
・下
今
市
・日
光
）ま
で
の
通
勤
・買
物
の
た
め
。

●
宇
都
宮
市
内
・日
光
市
内
の
各
学
校
ま
で
の
通
学
の
た
め
。

●
宇
都
宮
市
内
の
国
立
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー
・宇
都
宮
第
一
病
院
ま
で
の
通
院
の
た
め
。

事
業
の
目
的
・必
要
性

●
目
標
・効
果

宇
都
宮
・日
光
両
市
民
の
通
勤
・通
学
・
通
院
等
、
生
活
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行
の

運
行
回
数
を
維
持
し
、
１
日
平
均
39
1
名
の
利
用
を
目
標
と
す
る
。
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事
業
実
施
区
域

東
武
日
光
駅

Ｊ
Ｒ
今
市
駅

東
武
下
今
市
駅

宇
都
宮
第
一
病
院

国
立
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー

東
武
宇
都
宮
駅

作
新
学
院
高
校

宇
短
大
附
属
高
校

文
星
芸
大
附
属
高
校

宇
都
宮
文
星
女
子
高
校

富
屋
特
別
支
援
学
校
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令
和
３
年
度

栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

●
塩
原
温
泉
病
院
へ
の
通
院
、
西
那
須
野
で
乗
り
換
え
て
大
田
原
日
赤
な
ど
へ
の
通
院
、
西
那
須
野
で
乗
り
換
え
て
黒
磯
南
高
校
や
宇
都
宮
市
内
方
面
へ
の
通
学

●
塩
原
地
区
か
ら
の
関
谷
地
区
・西
那
須
野
地
区
へ
の
通
勤

●
塩
原
地
区
か
ら
の
通
学
・買
い
物

事
業
の
目
的
・必
要
性

塩
原
本
線

起
点
：
西
那
須
野
駅

経
由
地
：
千
本
松
・
関
谷
宿

終
点
：塩
原
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

系
統
キ
ロ
：2

1
.8

k
m

運
行
回
数
：平
日

1
0
回
・土
休
日

9
回

目
標
・
効
果
：
運
行
回
数
の
確
保
、
一
日
平
均

2
2

0
名
の
利
用
を
目
標
と
す
る

利
用
促
進
・生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

乗
車
券
を
塩
原
商
工
会
で
発
行
す
る
敬
老
商
品
券
の
引
換
対
象
品
に
組
み
入
れ

販
売
目
標

2
0

0
枚

/年

事
業
の
概
要
・目
標
・効
果

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
株
式
会
社

協
議
会
名
・補
助
対
象
事
業
者
名

塩
原
本
線

系
統
名

目
標
・効
果
の
達
成
状
況

【達
成
状
況
】

企
画
商
品
の
発
売
状
況

R
２
実
績
発
売
数

1
,6

1
9
枚

2
,9

9
2

,6
0
0
円

R
３
実
績
発
売
数

9
1

6
枚

1
,7

6
8

,2
1
0
円

対
前
年
５
９
％
と
な
っ
た
。

利
用
客
数
は
目
標

2
2

0
人

/日
に
対
し
、
実
績

1
3

0
人

/日
と
な
り
、
目
標
を
大
幅
に

下
回
っ
た
。

【目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
（
分
析
）
】

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
浸
透
に
よ
り
コ
ロ
ナ
前
よ
り

2
割
減
が
続
い
て
い
る
。

今
後
の
改
善
点

・関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
旅
行
者
が
増
え
る
よ
う
な
施

策
を
考
え
て
行
く

・他
企
業
と
の
提
携
等
に
よ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス

作
り
や
、
企
画
乗
車
券
の
設
定
を
進
め
て
い
く
。

・車
内
掲
示
、

H
P
等
で
幅
広
く
商
品
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
。

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

輸
送
人
員
（
人
）

5
2
,3

3
3

4
0
,7

2
8

4
7
,5

8
8

経
常
収
支
（
円
）

▲
4
0
,4

0
5
,9

7
6 円

▲
4
6
,9

4
9
,2

0
3 円

▲
5
4
,2

6
8
,3

7
9 円

収
支
率

3
8
.7

9
％

2
9
.4

1
％

3
5
.4

4
％

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

2
.8

2
.0

2
.4

補
助
金
額
（
千
円
）

4
,1

4
3

3
,8

0
2

5
,1

3
4
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事
業
実
施
区
域
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令
和
３
年
度

栃
木
県
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

陸
上
交
通

地
域
間
幹
線
系
統

●
電
車
通
学
等
が
不
可
能
な
児
童
の
地
域
内
小
学
校
へ
の
輸
送

●
商
業
施
設
及
び
医
療
機
関
等
へ
の
輸
送
（
特
に
高
齢
者
に
対
す
る
移
動
手
段
の
確
保
）

●
交
通
弱
者
に
対
す
る
市
街
地
、
駅
等
へ
の
輸
送

事
業
の
目
的
・必

要
性

●
路
線
名
：鬼

怒
川
線

●
起
点
：東

武
鬼
怒
川
温
泉
駅

●
経
由
地
：Ｊ
Ｒ
今
市
駅
、
東
武
下
今
市
駅

●
終
点
：イ
オ
ン
今
市

●
系
統
キ
ロ
：
1

6
.5

k
m

●
運
行
回
数
等
：
1

0
.6
回

●
目
標
・効

果
：利

用
者

2
4
0
人

/日
●
利
用
促
進
・生

産
性
向
上
の
取
り
組
み

①
運
転
免
許
自
主
返
納
者
支
援
事
業
に
よ
る
利
用
促
進

②
定
年
者
を
継
続
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
る
人
件
費
の
削
減

③
企
画
乗
車
券
の
発
売
「鬼

怒
川
・今

市
1
日
フ
リ
ー
パ
ス
」

④
運
行
経
路
の
見
直
し
（短

縮
）

⑤
運
行
経
路
の
見
直
し
（延

長
）

事
業
の
概
要
・目

標
・効

果

栃
木
県
生
活
交
通
対
策
協
議
会

日
光
交
通
株
式
会
社

協
議
会
名
・補

助
対
象
事
業
者
名

鬼
怒
川
線

系
統
名

【達
成
状
況
】

目
標

2
4

0
人

/日
に
対
し
、
実
績

1
1
8
人

/日
と
な
り
、
目
標
を
下
回
っ
た
。

【目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因
（
分
析
）
】

児
童
数
減
少
の
影
響
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
今
後
も
終
点
の
イ
オ
ン
今
市
店
と
連
携
し
、
バ
ス
利
用
者
や
フ

リ
ー
パ
ス
購
入
者
に
特
典
を
付
与
す
る
こ
と
で
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
く
。

②
企
画
乗
車
券
「今
市
・
鬼
怒
川
一
日
フ
リ
ー
パ
ス
」
を
終
点
の
イ
オ

ン
今
市
店
で
も
購
入
可
能
に
し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

売
上
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

③
利
用
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め

P
a

y
P

a
y
な
ど
の

Q
R
コ
ー
ド
決

済
を
導
入
し
、
新
規
顧
客
層
の
開
拓
を
図
っ
て
い
く
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

●
直
近
３
ヶ
年
の
推
移

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

輸
送
人
員
（
人
）

7
0
,9
6
7

4
6
,3
9
5

4
3
,2
4
2

経
常
収
支
（
千
円
）

▲
2
5
,8
4
8
,6
5
5

▲
3
1
,9
2
5
,1
8
6

▲
4
5
,8
3
2
,7
5
4

収
支
率
（
％
）

3
2
.0

2
2
.5

2
0
.2

平
均
乗
車
密
度
（
人
）

1
.5

1
.1

1
.0

補
助
金
額
（
千
円
）

2
,1
9
8

1
,9
3
2

2
,1
8
4

目
標
・効

果
の
達
成
状
況

今
後
の
改
善
点
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区
域

系
統
名

：
鬼
怒
川
線

起
点

：
鬼
怒
川
温
泉
駅

経
由
地

：
Ｊ
Ｒ
今
市
駅
・
下
今
市
駅

終
点

：
イ
オ
ン
今
市

系
統
キ
ロ
：

1
6
.5

k
m

運
行
回
数
：

1
0
.6
回

利
用
者
数
：

1
1

8
人

/日
運
賃

：
9
0
0
円

（
鬼
怒
川
温
泉
駅
～
イ
オ
ン
今
市
）
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栃木県地域公共交通計画（仮称）の策定及び法定協議会の設立について 

 

１ 概要 

高齢化の進行に伴い、県内では、運転免許返納者数が増加傾向にあるなど、高齢者をはじめ地域住

民の移動手段の確保が求められている一方で、人口減少に伴う公共交通の収支悪化や運転手の不足に

より、とりわけ過疎地域においては、公共交通サービスの維持が喫緊の課題となっている。 

地方部において公共交通を取り巻く環境が厳しさを増す中、Ｒ２年 11 月には地域公共交通活性化

再生法が改正され、地方公共団体には、地域の実情に応じて、福祉輸送、スクールバス等の多様な輸

送資源を総動員する取組等を推進することが求められていることから、Ｒ５年度に栃木県と県内全市

町による「栃木県地域公共交通計画」（仮称）を策定する。 

 

２ 計画策定スケジュール 

Ｒ３年度末に法定協議会を設立し、Ｒ５年度末に計画策定予定。 

⑴ 実施内容とスケジュール（案） 

 

⑵ Ｒ４(2022)年度の法定協議会開催予定（案） 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

調査項目等 説明

１　基礎調査

　⑴ 地域の現状・問題点を分析
地域の現状を調べた上で、地域公共交通に
おける現状・問題点を分析し、取り組むべ
き課題を整理

　⑵ データ等による検証分析
既存の統計資料や交通事業社のデータをも
とに、整理した問題点・課題を裏付け

　⑶ 上位計画・関連計画との連携整理
総合計画、都市計画マスタープラン等、将
来都市構造や公共交通に係る施策・事業な
どについて整理

２　計画策定

　⑴ 課題を踏まえた方針・目標の設定
基本的な方針、目標設定、数値指数、交通
ネットワークの軸の設定

　⑵ 目標の実現のための政策の検討
限られた資源の中で、公共交通サービス確
保・充実のために必要となる施策を検討

　⑶ 計画のとりまとめ 計画をとりまとめ

R4年度 R5年度

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

協議会
（全３回予定）

業務発注

基礎調査

R5(2023)年R4(2022)年

結果

報告

設置 １回

現状分析 調査 整理
中間

報告

中間報告で出た意見等

を踏まえ軌道修正

２回 ３回

- 23 -



３ 栃木県生活交通対策協議会（地域協議会）との関係について 

 ・役割や構成員が異なるため、現行の栃木県生活交通対策協議会とは別に、新規で法定協議会を設立。 

・法定計画が策定されるまでの間（Ｒ６年度分の国庫補助協議まで）は、引き続き栃木県生活交通対

策協議会を開催し、幹線系統国庫補助や生活交通に関する協議を行う（～Ｒ６．３予定）。 

 ・法定計画策定後、Ｒ７年度分の国庫補助協議（Ｒ６．６予定）から、栃木県生活交通対策協議会を

法定協議会の分科会に移行予定。 

⑴ 栃木県生活交通対策協議会（地域協議会）と法定協議会の違い 

 栃木県生活交通対策協議会（地域協議会） 法定協議会 

根拠法令等 道路運送法施行規則 第 15条の４第２項 地域公共交通活性化再生法 第６条 

主宰者 都道府県 
地方公共団体 

（市町村（複数可）又は都道府県） 

役割 

生活交通の確保を目的として都道府県ごとに設

置され、生活交通の確保に関する地域における枠

組みづくりや、その他の生活交通あり方一般につ

いて協議を行うとともに、国庫補助（地域公共交

通確保維持改善事業費補助金。栃木県において

は、民間バス事業者の幹線系統に係る補助）を受

けるにあたり必要な計画の策定及び協議を行う 

地域公共交通に関わる多様な主体が、その最適か

つ持続的なあり方について総合的に検討、合意形

成を行い、合意がなされた取組を実施するため、

各主体間の意見調整を図り、地域の関係者が一体

となって旅客サービスの持続可能な提供の確保

に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進

する上での中心的な役割を担う 

構成員 

・地域協議会を主催する都道府県知事又はその

指名する職員 

・市町村 

・地方運輸局の長又はその指名する職員 

・一般旅客自動車運送事業者 

・その他協議会が必要と認める者 

・計画を作成しようとする地方公共団体 

・公共交通事業者等 

・道路管理者、港湾管理者 

・その他計画に定めようとする事業を実施する

と見込まれる者 

・公安委員会 

・地域交通の利用者 

・学識経験者 

・その他当該地方公共団体が必要と認める者 

協議事項 

・地域住民の生活に必要な旅客輸送を確保する

ための枠組みづくりその他の生活交通に関す

る協議 

・具体的な路線に係る生活交通の確保に関する

計画の作成 

・地域公共交通計画の内容やその実施に関し必

要な協議 

対象となる 

交通モード 

バス、タクシー（乗合） 

※栃木県においてはバスのみ 
多様な交通モード 

 

⑵ 法定協議会への移行イメージ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

全体
スケジュール

法定協議会

生活交通対策
協議会

年度
Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

確保維持改善計画（国庫補助）に係る協議

↑Ｒ６．６

分科会等を設立

法定計画（国庫補助）に係る協議

法定協議会

設置 法定計画策定

法定計画（国）及び新バス要領（県）

に基づくバス運行

法定計画策定に係る協議 法定計画の進行管理に係る協議

基礎調査 計画検討

確保維持改善計画（国）及び現行バス要領（県）に基づく運行

バス補助要領改正
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ルート図

栃木県 県土整備部 交通政策課 公共交通担当
☎028-623-2447（平日8：30～17:15）
小山市 都市整備部 都市計画課 都市交通推進室
☎0285-22-9293（平日8：30～17:15）

お問い合わせ先
自動運転バスの
詳細情報は

ABCプロジェクト
HPを

ご覧ください!

思
川

4

城山公園

運行日時

1月16日日～1月29日土
9:00～17:00（1日7往復運行）

栃木県
ABC

プロジェクト

※新型コロナウイルス等の影響により
変更となる場合があります。

※火曜日・金曜日は運休

自動運転バス ポンチョ

＠小山市

運行ルート
自動運転バス停留所

運賃
無料

小山市に自動運転バスがやって来る！

ABCプロジェクトHP - 25 -

0265110
テキストボックス
資料４



乗車の条件

運行ダイヤ

下記の事項すべてにご了承いただけることを確認の上で、ご予約・ご乗車をお願いいたします。
・乗車後にアンケート調査に回答すること。
・乗車に当たっては、新型コロナウイルス対策（栃木県ABCプロジェクトHP参照）を遵守すること。また、「とちまる安心通
知」に登録すること。

・運行の支障や他の参加者の迷惑になると判断した場合には、乗車をお断りする場合があること。
・スタッフが実験参加者等を撮影し、その写真や動画を栃木県ABCプロジェクトHP等で公開する場合があること。
・小学生以下の方がご乗車する際には、保護者等の同伴が必要であること。
・新型コロナウイルスの感染拡大、悪天候や車両不具合等により、急きょ運行の中止、運行時刻の変更、全区間で手動運転
等となる可能性があること。

・実験場所までの交通費等、実験参加に付随して発生する費用は、参加者の自己負担となること。また、運行の中止等の場
合にも、これらの費用の補償は一切いたしかねること。

予約・乗車の方法と注意点
【事前予約乗車・当日現地乗車共通】
・先着順となります。
・各停留所の出発時刻、当日の運行状況等については、栃木県ABCプロジェクトHP等でご
確認ください。

【事前予約乗車】
・事前予約乗車枠は、事前に予約した上でご乗車いただくもので、１便当たり最大８席です。
・事前予約乗車枠は、便ごと（「小山駅西口」→「白鷗大学大行寺キャンパス」又は「白鷗大
学大行寺キャンパス」→「小山駅西口」）の片道利用となります。往復利用を希望する場合
には、行き帰りそれぞれの便について予約が必要です。

・事前予約乗車を希望する場合は、乗車希望日の前日12時までに栃木県ABCプロジェク
トHPからお申し込みください。

・事前予約乗車は、予約便であれば、お好きな停留所から乗車し、お好きな停留所で下車
できます。予約便の乗車当日は、乗車したい停留所の出発時刻までに各停留所にお越し
ください。

【当日現地乗車】
・当日現地乗車枠は、事前予約なしにご乗車いただけるもので、１便当たり３席確保してい
ます。基本的に立席でのご利用となります。

・乗車希望当日は、乗車したい停留所の出発時刻までに各停留所にお越しください。ただ
し、既に当日現地乗車枠が埋まっている場合には、ご乗車できないことがあります。

・往復利用を希望する場合であっても、「小山駅西口」又は「白鷗大学大行寺キャンパス」で
一度下車していただきます。その際、停留所で既にお待ちの方に優先的に乗車していた
だきますので、直後の便にご乗車できないことがあります。

主要停留所のみ記載しています。こちらに記載のない停留所の時刻は、栃木県ABCプロジェクトホームページ、又は停留所にてご確認ください。

便名 1便 13便11便9便7便5便3便

小山駅西口

市役所前

9:02

9:09

9:17

10:02

10:09

10:17

11:02

11:09

11:17

13:02

13:09

13:17

14:02

14:09

14:17

15:02

15:09

15:17

16:02

16:09

16:17白鷗大学
大行寺キャンパス

便名 2便 14便12便10便8便6便4便

市役所前

小山駅西口

9:33

9:42

9:48

10:33

10:42

10:50

11:33

11:42

11:50

13:33

13:42

13:50

14:33

14:42

14:50

15:33

15:42

15:50

16:33

16:42

16:50

白鷗大学
大行寺キャンパス

小山駅西口発 → 白鷗大学大行寺キャンパス行

白鷗大学大行寺キャンパス発 → 小山駅西口行

ABCプロジェクトHP
（予約）はこちらから
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